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は
じ
め
に

　

中
国
明
時
代
の
画
家
、
呂
紀
の
作
品
は
、
日
本
に
お
い
て
も
人
気
が
高
く
、
伝

来
し
て
い
る
作
例
は
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
気
の
高
さ
か
ら
、
贋
作

や
模
倣
作
も
存
在
す
る
。
現
存
す
る
呂
紀
の
作
品
の
中
で
も
、「
四
季
花
鳥
図
」（
東

京
国
立
博
物
館
、
図
１
～
４
、
以
下
、
本
図
と
す
る
）
は
、
四
幅
で
遺
さ
れ
た
貴

重
な
作
例
で
あ
る
。
し
か
し
冬
幅
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
川
の
描
写
が
豪
快
な

印
象
を
与
え
、
他
三
幅
の
優
美
な
雰
囲
気
と
は
一
線
を
画
す
る
。
そ
こ
で
、
呂
紀

の
そ
の
他
の
作
例
に
見
ら
れ
る
流
水
表
現
の
観
察
を
通
し
、
考
察
し
た
い
。
ま
た
、

特
徴
的
な
流
水
表
現
を
、
日
本
絵
画
に
お
い
て
類
似
す
る
作
例
と
比
較
・
検
討
し
、

冬
幅
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　

研
究
史

　

ま
ず
本
図
の
概
要
と
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

本
図
は
、
中
国
明
時
代
の
画
家
呂
紀
の
作
品
で
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一

月
一
九
日
、
国
宝
保
存
法
に
よ
り
国
宝
（
旧
国
宝
）
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
指
定
番
号
〇
〇
一
八
四
）。
各
幅
と
も
に
、
絹
本

　
　
　
　
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
に
つ
い
て

　�

　

 

石
＊

　
　

元　
　

美　
　

咲　
　
　
　

　
　
　

要　
　

旨

　　

呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
は
、
現
存
す
る
呂
紀
作
品
の
中
で
も
、

比
較
的
良
好
な
状
態
か
つ
四
幅
対
で
遺
さ
れ
た
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

　

春
幅
・
夏
幅
・
秋
幅
は
、
呂
紀
作
品
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
基
準

作
と
し
て
も
評
価
で
き
る
。
冬
幅
は
、
他
三
幅
の
優
美
な
雰
囲
気
と
は
一
線
を
画
し
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
川
の
描
写
に
豪
快
な
印
象
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
主
に
呂
紀

の
作
品
の
観
察
と
、
日
本
絵
画
に
お
け
る
類
似
作
例
と
し
て
、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七

世
紀
初
頭
ま
で
の
狩
野
派
を
挙
げ
、
呂
紀
の
流
水
表
現
と
の
関
連
性
を
比
較
・
検
討
し
、

冬
幅
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
呂
紀
、
②
花
鳥
図
、
③
狩
野
元
信
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著
色
、
一
七
四
・
五
×
一
〇
〇
・
五
㎝
の
掛
軸
で
あ
る（

１
）。

　

本
図
の
伝
来
に
つ
い
て
竹
浪
遠
氏
は
、「
呂
紀
花
鳥
画
と
そ
の
伝
播
「
四
季
花

鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
中
心
に
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

２
）。

　
　
　
　

�

本
図
が
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
『
国
華
』
三
二
八
号
に
紹
介
さ
れ

た
の
際
の
所
蔵
者
は
、
島
津
忠
承
氏
で
あ
り
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三

八
）
の
原
田
謹
次
郎
『
日
本
現
在
支
名
画
目
録
』（
文
求
堂
書
店
）、
一

五
〇
頁
で
は
、
島
津
忠
承
氏
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
同
家
に
伝
来
し

た
詳
し
い
経
緯
な
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、「
探
幽
縮
図
」

　
　
　

 

（�

東
京
国
立
博
物
館
）
に
、
秋
景
の
九
官
鳥
、
三
光
鳥
が
模
写
さ
れ
て
い

る
が
、
所
蔵
者
等
の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探

幽
縮
図　

下
巻
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
四
五
、
四
六
頁
。

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
に
入
っ
た
後
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）

に
修
復
が
行
わ
れ
、
新
装
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
古
箱
や
極
書

き
等
は
伴
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
島
津
家
伝
来
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が

残
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。

　

次
に
本
図
の
研
究
史
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

呂
紀
お
よ
び
呂
紀
に
つ
い
て
の
作
品
紹
介
の
初
稿
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九

六
）
発
行
の
『
國
華
』
七
八
号
で
あ
る（

３
）。

そ
こ
で
は
、
明
時
代
の
画
家
と
そ
の
評

価
、「
春
郊
走
猫
図
」
と
い
う
呂
紀
の
作
品
紹
介
、「
明
畫
録
」、「
無
聲
詩
史
」
と

い
っ
た
画
史
か
ら
得
ら
れ
た
呂
紀
に
つ
い
て
の
情
報
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
い

で
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
発
行
の
『
國
華
』
三
二
八
号
で
は
、
本
図
（
秋
・

冬
）
の
解
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

４
）。

そ
し
て
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
発
行
の

『
國
華
』
三
三
五
号
で
は
、
本
図
（
春
・
夏
）
の
解
説
と
、
呂
紀
に
関
す
る
概
要

と
日
本
画
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る（

５
）。

　

本
作
に
言
及
し
た
論
文
は
、
黄
立
芸
氏
の
「
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国

立
博
物
館
）
を
中
心
と
す
る
明
代
花
鳥
画
の
研
究（

６
）

」、
同
氏
の
「
東
ア
ジ
ア
花
鳥

画
の
比
較
研
究
―
十
五
・
十
六
世
紀
大
画
面
花
鳥
画
を
中
心
に
―
呂
紀
と
雪
舟
、

殷
宏
、
呂
建
、
陳
葴
―（

７
）」、

そ
し
て
前
掲
竹
浪
論
文
が
あ
る
。
黄
氏
は
、
本
図
冬

幅
に
お
け
る
Ｓ
字
の
水
の
流
れ
の
表
現
と
類
似
し
た
表
現
が
、
呂
紀
「
春
溪
双
鶴

図
」（
個
人
蔵
）、（
伝
）
商
喜
の
「
朱
瞻
基
行
楽
図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
）、
法

海
寺
壁
画
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
朱
瞻
基
行
楽
図
」、
法
海
寺
壁

画
は
と
も
に
、
宮
廷
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冬
幅
の
表
現
は
、

繊
細
な
表
現
の
「
春
溪
双
鶴
図
」
よ
り
も
、
図
様
、
明
確
な
輪
郭
線
、
色
彩
豊
か

で
対
比
的
な
視
覚
効
果
を
追
求
す
る
点
か
ら
、「
朱
瞻
基
行
楽
図
」、
法
海
寺
壁
画

の
よ
う
な
明
代
宮
廷
絵
画
に
近
い
と
い
え
る
、
と
し
て
い
る（

８
）。

ま
た
、
殷
宏（

９
）の

「
絶

壑
聚
禽
図
」（
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
、
以
下
キ
ン
ベ
ル
本
と
す
る
）、「
花
鳥
図
」（
個

人
蔵
、
以
下
個
人
本
と
す
る
）
に
つ
い
て
、
本
図
の
構
図
と
の
比
較
か
ら
、
キ
ン

ベ
ル
本
と
本
図
春
幅
、
冬
幅
と
の
構
図
や
空
間
構
成
上
の
密
接
な
関
係
が
窺
わ
れ

る
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
キ
ン
ベ
ル
本
は
後
景
か
ら
前
景
へ
の
空
間
の
連
続

性
が
な
く
、
山
水
表
現
に
奥
行
き
を
示
す
機
能
が
希
薄
と
な
り
、
造
形
上
の
幾
何

学
化
が
進
ん
で
い
る
、
と
し
て
い
る
。
個
人
本
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
主
要
な
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モ
チ
ー
フ
を
前
、
中
景
に
配
し
、
画
面
の
下
か
ら
上
へ
と
積
み
上
げ
る
縦
長
式
画

面
構
成
を
継
承
し
た
一
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、、
初
期
狩
野
派
「
四

季
花
鳥
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
、
図
13
、
以
下
、
静
岡
県
美
本
）
に
つ
い
て
、

右
隻
の
第
一
～
三
扇
の
図
と
空
間
構
成
が
、
呂
紀
「
春
溪
双
鶴
図
」
の
左
右
反
転

型
で
あ
る
こ
と
を
か
ら
、
静
岡
県
美
本
の
図
様
の
元
は
呂
紀
に
求
め
ら
れ
る
、
と

指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
現
在
最
も
詳
細
な
研
究
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
主
要
参

考
文
献
と
し
て
い
る
の
は
、
竹
浪
遠
氏
の
前
出
論
文
と
黄
氏
の
論
文
で
あ
る（

（1
（

。

　

な
お
、
竹
浪
氏
は
画
絹
の
拡
大
写
真
の
比
較
に
よ
り
、
本
図
冬
幅
の
絹
質
が
、

本
図
の
他
三
幅
と
は
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
図
各
幅
の
落

款
の
観
察
か
ら
、「
冬
幅
の
書
体
は
、「
呂
」
と
「
紀
」
を
連
綿
さ
せ
る
点
、
糸
偏

の
最
終
画
を
跳
ね
上
げ
る
点
に
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
、
墨
色
も
濃
く
、
よ
り
新

し
い
。「
明
善
図
書
」（
白
文
方
印
）、「
四
明
呂
廷
振
印
」（
朱
文
方
印
）
の
印
肉

も
他
幅
よ
り
鮮
や
か
だ
が
、
潰
れ
て
お
り
偽
意
が
読
み
取
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
狩
野
派
を
は
じ
め
と
す
る
漢
画
系
花
鳥
図
の
障
壁
画
に
は
、
冬
景
に
お
い

て
本
図
冬
幅
の
よ
う
な
迫
力
あ
る
滝
を
描
い
て
締
め
く
く
る
例
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
本
図
が
日
本
に
伝
来
し
た
作
品
で
あ
る
点
か
ら
、
日
本
人
の
鑑
賞

に
沿
う
べ
く
連
幅
と
し
て
違
和
感
の
あ
る
巨
大
な
水
流
表
現
が
用
い
ら
れ
た
こ
と

も
理
解
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
水
流
の
表
現
方
法
自
体
は
呂
紀
系
統

の
作
品
に
流
布
し
て
い
た
た
め
、
連
幅
と
し
て
の
類
似
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
水
流
の
表
現
に
つ
い
て
の
私
見
は
後
述
す
る
。

　
　
　

二　

呂
紀
の
画
風

　

本
図
の
作
者
の
呂
紀
は
、
明
代
中
期
の
花
鳥
画
家
で
、
字
は
廷
振
、
号
は
楽
愚

で
あ
る
。
浙
江
寧
波
出
身
で
、
弘
治
年
間
初
頭
に
武
英
殿
の
待
詔
と
な
り
、
初
期

画
風
は
明
代
中
期
の
宮
廷
画
家
で
あ
る
辺
文
進（

（1
（

に
院
体
画
の
繊
細
な
花
鳥
表
現
を

学
び
、
同
郷
の
収
蔵
家
袁
忠
徹
（
一
三
七
六
～
一
四
五
八
年
）
に
一
目
置
か
れ
た

こ
と
で
、
彼
の
収
蔵
品
を
臨
模
す
る
好
機
を
得
て
唐
宋
絵
画
を
亀
鑑
と
し
、
自
ら

の
画
風
を
成
熟
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
と
く
に
孝
宗
に
寵
用
さ
れ
、
の
ち
に
林
良（

（1
（

と

並
ん
で
、
宮
廷
画
家
と
し
て
お
よ
そ
最
高
位
の
錦
衣
衛
指
揮
に
昇
進
し
た
。
装
飾

性
の
強
い
大
画
面
花
鳥
画
様
式
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
呂
紀
の
伝
記
や
画
業
に

つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
は
、
前
出
の
明
治
期
発
行
の
『
國
華
』
の
記
述
内
容
が
、

以
降
の
文
書
や
文
献
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
呂
紀
自
体
に
つ
い

て
の
研
究
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
明
治
期
の
記
述

が
現
在
ま
で
有
力
な
情
報
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る（

（1
（

。

　

筆
者
の
観
察
で
は
、
呂
紀
の
作
風
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
構
図
と
し
て
は
、
画
面
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
樹
木
を
描
き
、
重
心
を
取

る
。
樹
木
は
直
立
し
て
お
ら
ず
、
画
面
上
部
で
再
び
も
と
の
方
向
に
戻
る
、
く
の

字
を
描
い
た
形
状
を
し
て
い
る
。
一
度
画
面
外
側
へ
と
飛
び
出
し
、
画
面
の
端
か

ら
内
部
へ
と
戻
る
描
き
方
も
呂
紀
の
特
徴
と
い
え
る
。
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵

の
「
春
風
燕
喜
図
」（
図
５
）
は
こ
の
特
徴
を
典
型
的
に
示
す
構
図
で
あ
る
。
こ

の
構
図
を
線
対
称
に
し
た
か
の
よ
う
な
作
品
が
同
館
の
「
春
喜
図
」（
図
６
）
や
、

「
杏
花
孔
雀
図
」（
図
７
）、「
秋
渚
水
禽
図
」（
図
８
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
図
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が
呂
紀
の
様
式
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

植
物
の
表
現
に
関
し
て
は
、
花
弁
の
し
わ
や
葉
脈
の
筋
に
い
た
る
ま
で
細
線
で

描
く
繊
細
さ
が
あ
る
。
風
に
よ
っ
て
揺
れ
る
葉
の
動
き
や
、
植
物
ご
と
の
特
徴
を

掴
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、「
秋
渚
水
禽
図
」
で
は
、
フ
ヨ
ウ
が
描
か
れ

て
い
る
。
フ
ヨ
ウ
の
花
弁
の
中
心
か
ら
外
側
に
む
か
っ
て
白
か
ら
桃
色
へ
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
や
、
蕾
の
や
や
先
端
が
尖
っ
て
い
る
様
子
、
掌
状
の
葉
な
ど
、
特
徴

を
掴
ん
で
描
写
し
て
い
る
。
植
物
の
先
端
に
曲
線
を
持
た
せ
て
描
く
こ
と
で
、
風

に
よ
っ
て
葉
が
揺
れ
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
杏
花
孔
雀
図
」
で
は
、

先
述
し
た
フ
ヨ
ウ
と
は
や
や
異
な
り
、
ボ
タ
ン
の
花
自
体
が
大
ぶ
り
に
描
か
れ
て

い
る
。
花
弁
が
多
重
で
あ
る
様
子
を
細
か
な
線
で
描
き
込
ん
で
い
る
。
や
や
楕
円

形
の
モ
ミ
ジ
形
の
葉
を
も
つ
ボ
タ
ン
の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。

　

鳥
は
、
身
体
全
体
が
楕
円
形
の
よ
う
で
、
丸
々
と
し
た
膨
ら
み
を
も
つ
。
な
だ

ら
か
な
線
で
羽
の
柔
ら
か
さ
や
、
筋
肉
の
膨
ら
み
な
ど
を
写
実
的
に
描
い
て
い
る
。

「
杏
花
孔
雀
図
」
で
は
、
羽
の
部
位
に
よ
っ
て
線
の
肥
痩
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
、

各
部
位
の
特
徴
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
爪
や
嘴
な
ど
の
鋭
い
部
分
は
輪
郭
線
を
し
っ

か
り
と
取
り
、
形
状
が
緻
密
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
鳥
の
脚
特
有
の
ご
つ
ご
つ
と

し
た
見
た
目
は
点
描
を
用
い
る
こ
と
で
表
出
し
て
い
る
。「
春
風
燕
喜
図
」
で
は
、

燕
が
飛
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。「
春
喜
図
」、「
秋
渚
水
禽
図
」
で
は
、

か
ら
だ
に
頭
を
う
ず
め
る
小
禽
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
か
ら
も
動
き

に
関
し
て
緻
密
な
観
察
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
で
、
樹
木
の
影
は
、
毛
羽
立
つ
よ
う
な
筆
づ
か
い
で
描
か
れ
る
。
岸
や
岩
、

樹
木
の
く
ぼ
み
や
根
元
な
ど
は
、
太
い
輪
郭
線
を
取
り
、
く
ぼ
み
は
黒
く
塗
籠
め

る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。「
春
風
燕
喜
図
」、「
春
喜
図
」、「
杏
花
孔
雀
図
」、「
秋

渚
水
禽
図
」
の
樹
木
の
描
写
に
は
繊
細
な
線
描
を
用
い
つ
つ
も
、
水
墨
を
使
っ
た

力
強
い
表
現
が
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
か
ら
、
浙
派
の
影
響
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。「
杏
花
孔
雀
図
」
に
は
、
太
い
輪
郭
線
と
塗
籠
め
、
斧
劈
皴

に
よ
っ
て
、
太
湖
石
の
質
感
や
奥
行
き
な
ど
の
立
体
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
秋

渚
水
禽
図
」
で
は
、
画
面
下
の
岩
肌
の
質
感
が
斧
劈
皴
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

　
「
杏
花
孔
雀
図
」
の
上
部
や
、「
秋
渚
水
禽
図
」
に
見
ら
れ
る
、
景
物
の
一
部
の

色
が
画
面
を
横
切
る
よ
う
に
薄
く
な
る
描
写
は
、
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
な
空
気
を

表
出
し
て
お
り
、
呂
紀
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
描
写
に
よ
り
、
画
面

全
体
に
優
美
な
雰
囲
気
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

三　

本
図
に
お
け
る
表
現

　

本
図
に
お
い
て
も
、
花
鳥
の
繊
細
な
描
写
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
春
幅
、
夏

幅
、
秋
幅
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
構
図
は
、
左
右
ど
ち
ら
か
に
重
心
が
置
か
れ
て

い
る
。
樹
木
や
岩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
太
い
輪
郭
線
や
斧
劈
皴
を
使
用
し
た
筆
様

は
、
本
稿
二
節
に
て
述
べ
た
、
浙
派
の
様
式
を
受
容
し
て
い
た
呂
紀
の
作
風
が
表

れ
て
い
る
。
川
は
、
細
く
細
か
な
線
を
う
っ
す
ら
と
引
き
、
悠
々
と
し
た
様
子
に

描
か
れ
て
い
る
。
春
幅
の
鴛
鴦
や
夏
幅
の
鴨
の
泳
ぐ
姿
に
見
ら
れ
る
曲
線
か
ら
、

川
の
流
れ
が
な
だ
ら
か
で
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
春
幅
の
モ
モ
、
夏

幅
の
タ
チ
ア
オ
イ
、
秋
幅
の
フ
ヨ
ウ
に
見
ら
れ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や
、
花
や
葉

の
形
状
に
合
わ
せ
た
描
き
分
け
は
精
巧
で
緻
密
で
あ
る
。
ま
た
、
春
幅
か
ら
秋
幅
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ま
で
に
は
、
九
種
類
計
二
十
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
や
や
丸

み
を
帯
び
た
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
慎
重
な
筆
づ
か
い
で
羽
の
一
本
一
本
を
描

い
て
い
る
様
は
、
植
物
描
写
同
様
に
繊
細
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
冬
幅
で
は
、
花
鳥
の
繊
細
な
表
現
と
は
違
い
、
樹
木
や
岩
、
川
は
か

な
り
太
い
輪
郭
線
で
取
ら
れ
て
い
る
。
陰
な
ど
は
、
点
描
や
か
す
れ
を
多
様
し
た

筆
づ
か
い
の
水
墨
表
現
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
描
き
方
は
浙
派
の

流
れ
を
汲
ん
だ
呂
紀
の
山
水
表
現
に
し
て
は
、
や
や
粗
雑
な
印
象
を
受
け
る
。
構

図
は
、
画
面
左
側
か
ら
ウ
メ
の
樹
が
伸
び
、
画
面
右
外
へ
飛
び
出
し
、
再
び
外
側

か
ら
画
面
中
央
へ
枝
が
戻
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
一
旦
画
枠
を
出
て
戻
っ
て
く

る
、
と
い
う
呂
紀
の
構
図
の
特
徴
に
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、

通
例
よ
り
も
、
樹
木
や
岩
が
画
面
左
側
か
ら
や
や
画
面
中
央
に
せ
り
出
て
い
る
。

画
面
左
側
に
重
心
が
寄
る
が
、
せ
り
出
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
画
面
左
上
部
に
不

自
然
に
余
白
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
冬
幅
最
大
の
特
徴
は
、
川
の
表
現
で
あ
る
。
川
の
表
現
は
画
面
の
奥
へ

と
モ
チ
ー
フ
を
積
み
上
げ
て
い
く
構
図
の
た
め
、
画
面
に
奥
行
き
が
生
ま
れ
て
い

る
。
絹
地
と
と
も
に
変
色
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
着
色
は
さ
れ
ず
線
描
だ
け
で
流

れ
を
表
現
し
て
い
た
よ
う
だ
。
川
の
流
れ
は
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

画
面
中
央
か
ら
発
し
、
一
段
目
は
太
い
線
で
画
面
中
央
か
ら
右
側
に
む
か
っ
て
線

が
の
び
て
い
る
。
二
段
目
は
右
側
か
ら
中
央
に
向
か
う
。
三
段
目
は
画
面
中
央
か

ら
右
側
に
向
か
っ
た
線
が
一
旦
画
面
の
外
に
出
て
、
再
び
左
側
へ
戻
る
と
い
う
構

成
で
、
画
面
の
下
半
分
を
占
め
て
い
る
。
一
段
目
と
二
段
目
で
は
、
二
段
目
の
ほ

う
が
や
や
幅
が
広
い
が
、
水
流
の
左
右
に
線
が
描
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
流
れ
の

緩
急
が
表
さ
れ
て
い
る
。
三
段
目
の
み
線
は
あ
ま
り
描
き
込
ま
れ
ず
、
線
が
屈
曲

す
る
こ
と
に
よ
り
、
川
の
う
ね
る
様
子
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
表
れ
て
い
る
。
三
段
を

通
し
て
、
川
の
勾
配
が
急
で
あ
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
川
の
表

現
が
画
面
半
分
の
面
積
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
台
湾
故
宮
博
物
院

蔵
の
「
百
鶴
図
」（
図
９
）
の
画
面
右
下
部
分
に
も
見
ら
れ
る
が
、
冬
幅
ほ
ど
の

面
積
を
占
め
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
図
四
幅
を
並
べ
て
み
る
と
、
や

は
り
冬
幅
は
、
背
景
描
写
に
当
た
る
山
水
表
現
が
、
花
鳥
よ
り
も
明
ら
か
に
目
立

つ
。
ま
た
、
岩
や
川
の
筆
様
が
濃
く
、
他
三
幅
に
比
べ
て
繊
細
さ
に
欠
け
る
。
画

面
の
奥
へ
と
モ
チ
ー
フ
を
積
み
上
げ
て
い
く
川
の
構
図
は
、
他
三
幅
に
は
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
近
接
拡
大
も
冬
幅
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。　
　

　

以
上
を
纏
め
る
と
、
本
図
冬
幅
は
、
川
の
表
現
が
花
鳥
よ
り
も
印
象
的
で
、
他

三
幅
に
み
ら
れ
る
繊
細
な
描
写
や
雰
囲
気
が
な
く
、
表
現
を
異
に
し
て
い
る
。
画

絹
と
落
款
に
つ
い
て
は
、
竹
浪
氏
の
論
文
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
冬
幅
は
他
三
幅

と
は
異
な
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
日
本
で
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
幅
に
お
け
る
特
徴
的
な
流
水
表
現
に
つ
い

て
、
呂
紀
の
他
作
品
や
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
の
日
本
に
お
け
る

表
現
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

四　

中
国
・
朝
鮮
に
お
け
る
流
水
表
現

　

呂
紀
作
品
に
お
い
て
、
や
や
太
い
線
を
用
い
た
水
の
流
れ
と
い
う
の
は
、
ま
ず

春
幅
の
画
面
右
上
部
分
に
見
ら
れ
る
。
傾
斜
が
急
勾
配
で
、
水
の
落
ち
る
方
向
に
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対
し
て
、
垂
直
に
落
下
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
明
瞭
で
太
い
輪
郭
線
で
描
か

れ
て
お
り
、
水
流
の
左
右
や
流
れ
の
強
ま
る
部
分
に
線
描
が
集
中
し
、
水
流
の
内

側
に
当
た
る
部
分
に
は
線
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
本
図
の
三
幅
に
お
け
る
川
の
表
現
は
本
稿
二
節
で
述
べ
た
が
、「
秋
渚

水
禽
図
」
に
も
見
ら
れ
る
。
薄
く
繊
細
な
線
描
を
数
多
く
用
い
た
表
現
で
あ
る
。

前
出
の
「
百
鶴
図
」
は
、
川
の
う
ね
り
が
伴
っ
て
い
る
も
の
の
、
冬
幅
の
川
の
表

現
ほ
ど
画
面
内
に
お
け
る
存
在
感
は
な
く
、
あ
く
ま
で
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
川
面
は
比
較
的
な
だ
ら
か
で
水
流
も
穏
や
か
に
描
か

れ
て
い
る
。

　

呂
紀
の
流
水
表
現
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
殷
宏
の
キ
ン
ベ
ル
本
、

個
人
本
、「
花
鳥
図
」（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
、
以
下
、
故
宮
本
と
す
る
）
な
ど

で
あ
る
。
キ
ン
ベ
ル
本
の
画
面
右
下
と
、
個
人
本
の
画
面
左
側
に
は
、
段
階
的
に

落
ち
る
水
の
流
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
や
や
太
め
の
輪
郭
線
を
と
る
筆
様
や
、
水

流
内
に
あ
ま
り
線
を
描
き
込
ま
な
い
表
現
方
法
、
垂
直
に
近
い
角
度
で
落
ち
る
水

の
流
れ
は
、
春
幅
に
お
け
る
流
水
表
現
と
類
似
し
て
い
る
。
一
方
、
故
宮
本
は
、

画
面
右
側
に
細
く
線
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
流
水
を
主
張
し
な
い
表
現
に
は
、

川
の
流
れ
の
穏
や
か
さ
が
現
れ
て
お
り
、
本
図
三
幅
の
よ
う
な
繊
細
な
線
描
の
川

の
表
現
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
殷
宏
の
三
作
と
も
に
、
画
面
内
に
お
け
る

川
の
占
め
る
面
積
は
小
さ
く
、
や
は
り
冬
幅
ほ
ど
の
迫
力
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
十
六
世
紀
の
朝
鮮
王
朝
に
お
け
る
明
代
院
体
画
風
の
影
響
を
強
く
遺
し

た
作
例
と
し
て
、（
伝
）
呂
紀
「
花
鳥
図
」（
大
和
文
華
館
、
図
10
）
が
あ
る
。
こ

の
図
の
特
徴
は
、
画
面
中
央
か
ら
下
部
に
か
け
て
の
水
面
で
あ
る
。
一
見
す
る
と

「
百
鶴
図
」
の
水
流
が
流
れ
込
む
水
面
の
表
現
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

水
流
は
、
画
面
中
央
左
側
か
ら
連
な
る
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
段
を
つ
く
っ
て
流

れ
込
み
、
水
面
全
体
を
波
紋
の
よ
う
な
楕
円
と
楕
円
を
組
み
合
わ
せ
た
線
で
埋
め

尽
く
し
て
い
る
。
こ
の
線
の
組
み
合
わ
せ
が
奥
行
き
に
煩
雑
さ
を
生
み
、
画
面
下

側
の
二
禽
と
水
面
と
の
空
間
に
違
和
感
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
呂
紀
の
平
明
さ
か

ら
は
外
れ
て
い
る
。
細
い
輪
郭
線
も
呂
紀
の
水
流
表
現
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、

呂
紀
の
花
鳥
表
現
を
模
倣
し
た
十
六
世
紀
ご
ろ
の
東
ア
ジ
ア
の
花
鳥
図
に
、
水
流

に
視
線
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
な
独
自
の
表
現
が
存
在
し
て
い
た
作
例
と
言
え
る
。

　

黄
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
図
様
や
明
確
な
輪
郭
線
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
Ｓ

字
形
の
流
水
表
現
が
、「
朱
瞻
基
行
楽
図
」
や
法
海
寺
壁
画
の
図
様
を
取
り
込
ん

だ
も
の
、
と
の
見
方
が
で
き
る
。
画
院
画
家
で
あ
っ
た
呂
紀
が
、
宮
廷
絵
画
の
図

様
を
吸
収
し
て
い
た
と
し
て
も
、
矛
盾
し
な
い
。
呂
紀
や
そ
の
他
作
例
か
ら
、
花

鳥
図
内
に
お
け
る
水
流
表
現
は
、
線
描
の
描
き
分
け
に
よ
り
、
特
徴
的
な
描
写
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
殷
宏
の
作
例
か
ら
は
、
呂
紀
の
水
流
表
現
に
お

い
て
は
、
豪
快
な
描
写
と
繊
細
な
描
写
が
両
方
継
承
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し

か
し
筆
者
は
、
冬
幅
の
よ
う
な
画
面
内
の
半
分
を
占
め
る
迫
力
あ
る
流
水
表
現
は
、

主
流
で
は
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
。
次
項
に
そ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

　
　
　

五　

日
本
に
お
け
る
流
水
表
現

　

先
述
し
た
川
の
近
接
拡
大
を
考
え
る
上
で
、
狩
野
元
信（

（1
（

「
白
衣
観
音
像
」（
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
）
の
懸
崖
の
表
現
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
モ
チ
ー
フ
を
奥
に
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積
み
上
げ
て
い
く
構
図
は
、
雪
舟
の
「
慧
可
断
臂
図
」（
斎
年
寺
蔵
）
や
「
四
季

花
鳥
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、「
四
季
花
鳥
図
」（
前
田
育
徳
会
蔵
）
な
ど
に

見
ら
れ
る
。
初
期
狩
野
派
や
雪
舟
は
、
中
国
の
仏
画
を
摂
取
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
冬
幅
に
見
ら
れ
る
近
接
拡
大
や
モ
チ
ー
フ
を
積
み
上
げ
て
い
く

表
現
は
仏
画
に
源
流
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
既
に
鎌
倉
時
代
に

制
作
さ
れ
た
「
玄
奘
三
蔵
絵
」
に
も
多
数
の
屈
曲
し
た
流
水
表
現
が
見
ら
れ
る
。

特
に
第
三
巻
第
三
段
は
印
象
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
添
景
で
あ
る（

（1
（

。

　

そ
れ
に
対
し
、
狩
野
派
の
作
品
に
は
、
滝
や
水
流
を
大
き
く
扱
う
作
品
が
残
っ

て
い
る
。
呂
紀
の
流
水
表
現
に
関
連
性
が
あ
る
十
五
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭

ま
で
の
日
本
に
お
け
る
表
現
と
し
て
、
狩
野
派
の
作
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
は
、
元
信
の
作
例
を
挙
げ
る
。

　
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
白
鶴
美
術
館
、
図
11
、
以
下
、
白
鶴
本
）
の
左
隻
第
五

扇
上
部
に
描
か
れ
た
水
流
は
、
ほ
ぼ
垂
直
に
落
下
し
て
い
る
。
松
の
葉
の
奥
に
は
、

流
れ
が
右
側
に
枝
分
か
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
松
の
葉
の
下
側
で
は
、
そ
の

流
れ
か
ら
さ
ら
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
こ
の
二
段
階
の
支
流
が
描
か
れ
た
こ
と

で
、
水
流
に
立
体
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。
画
面
内
に
お
け
る
滝
の
面
積
は
、
左
隻

第
五
扇
の
半
分
ほ
ど
で
あ
る
。
水
流
の
左
右
に
線
が
や
や
多
く
、
こ
れ
は
春
幅
に

見
ら
れ
た
表
現
に
類
似
し
て
い
る
。

　
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
、
図
12
、
以
下
、
根
津
本
）
の
左
隻
第
四

扇
～
第
五
扇
下
部
で
は
、
上
流
か
ら
画
面
中
央
に
小
高
い
段
差
を
つ
く
り
、
下
流

へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
。
落
下
地
点
で
は
、
大
き
め
の
飛
沫
が
上
が
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
落
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
上
流
の
水
面
は
、

繊
細
な
筆
様
で
細
か
な
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
流
に
も
言
え
る
。
泡

か
ら
流
れ
に
変
わ
る
様
子
に
も
線
描
が
多
く
見
ら
れ
る
。
水
流
の
流
れ
込
む
場
所

で
は
、
第
四
扇
か
ら
第
五
扇
に
か
け
て
右
下
方
向
に
小
さ
く
描
か
れ
、
遠
近
感
が

出
さ
れ
て
い
る
。
繊
細
な
輪
郭
線
で
、
大
き
く
五
筋
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
。

五
筋
そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
の
左
右
に
線
が
集
中
し
て
い
る
。
線
描
の
本
数
も
や
や
多

い
こ
と
か
ら
、
呂
紀
の
水
面
の
線
描
と
類
似
し
て
い
る
。
水
の
表
現
は
、
左
隻
第

四
扇
～
第
五
扇
の
半
分
ほ
ど
の
面
積
を
占
め
て
い
る
。

　
「
四
季
花
鳥
図
（
も
と
大
仙
院
方
丈
襖
）」（
大
仙
院
［
京
都
・
大
徳
寺
塔
頭
］

以
下
、
大
仙
院
本
と
す
る
）
の
第
四
扇
で
は
、
流
れ
が
画
面
上
部
か
ら
下
部
へ
直

線
で
描
か
れ
、
垂
直
に
落
下
す
る
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。
落
下
地
点
で
は
、
大

小
の
水
煙
や
飛
沫
が
細
々
と
描
か
れ
、
水
量
の
多
さ
や
勢
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

第
四
扇
に
お
け
る
滝
の
占
め
る
面
積
も
広
く
、
迫
力
あ
る
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

水
流
の
左
右
に
線
描
が
偏
る
様
は
、
春
幅
の
画
面
右
上
部
分
に
見
ら
れ
る
。
水
流

は
、
第
五
扇
に
向
か
う
に
つ
れ
、
薄
く
細
い
波
形
の
線
で
波
が
穏
や
か
に
変
化
す

る
様
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
繊
細
な
線
描
は
、
本
図
三
幅
の
川
面
の
表
現

に
見
ら
れ
る
。
根
津
本
の
泡
や
飛
沫
と
比
較
す
る
と
、
大
仙
院
本
は
泡
の
内
部
に

お
け
る
線
が
少
な
く
、
よ
り
平
明
さ
が
増
し
て
い
る
。
根
津
本
の
泡
や
飛
沫
の
描

写
と
、
白
鶴
本
の
左
右
に
線
描
の
多
い
水
流
が
見
ら
れ
る
の
が
、
静
岡
県
美
本
で

あ
る
。
右
隻
第
一
扇
上
部
～
第
二
扇
下
部
に
か
け
て
流
れ
落
ち
る
水
流
が
描
か
れ

て
い
る
。
第
一
扇
上
部
で
は
、
左
か
ら
右
へ
と
流
れ
て
、
第
二
扇
下
部
で
は
、
右

か
ら
左
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
。
懸
崖
に
よ
り
落
ち
る
様
子
の
描
写
は
遮
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
Ｓ
字
に
水
流
が
流
れ
落
ち
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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さ
ら
に
、
元
信
以
降
の
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
の
作
例
を
見
れ
ば
、
元
信
の
表
現

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
狩
野
松
栄（

（1
（

「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」

（
山
口
県
立
美
術
館
、
図
14
）
の
左
隻
第
二
扇
中
央
部
～
下
部
に
お
い
て
は
、
川

が
Ｓ
字
に
流
れ
込
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
14
に
見
ら
れ
た
Ｓ
字
の

表
現
と
類
似
し
て
い
る
。
水
流
の
左
右
に
線
描
が
描
か
れ
る
筆
様
や
、
流
れ
込
ん

だ
水
面
は
、
繊
細
な
線
描
に
よ
る
波
形
の
線
が
多
数
に
わ
た
り
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
元
信
の
筆
様
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
狩
野
永
納
「
春
夏
花

鳥
図
屏
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
図
15
）
も
、
左
隻
第
四
扇
と
第
五
扇
の
中

央
部
分
に
Ｓ
字
の
流
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
水
流
は
、
左
側
か
ら
右
側
へ
う
ね
り
、

も
と
の
左
側
へ
戻
り
、
段
差
を
作
っ
て
流
れ
込
ん
で
い
る
。
水
流
に
は
繊
細
な
線

描
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
初
頭
の
狩
野
派
に
も
元
信
の
迫

力
あ
る
流
水
表
現
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
図
冬
幅
に
つ
い
て
纏
め
る
と
、
他
三
幅
と
の
画
風
の
違
い
や
、
竹
浪
氏
に
よ

る
、
画
絹
や
落
款
の
説
か
ら
、
制
作
年
代
は
別
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
黄
氏
に
よ

る
、
Ｓ
字
の
流
れ
の
図
様
が
宮
廷
絵
画
に
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
も
と

冬
幅
の
図
様
は
Ｓ
字
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

呂
紀
の
作
例
の
流
水
表
現
を
観
察
す
る
と
、
輪
郭
線
の
描
き
分
け
は
な
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
冬
幅
ほ
ど
誇
張
し
た
描
写
で
は
な
い
こ
と
が
言
え
る
。
元
信
の
流
水

表
現
は
、
滝
そ
の
も
の
は
左
右
に
線
描
が
偏
り
、
流
れ
落
ち
た
水
面
や
波
は
、
線

描
が
多
数
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本
図
冬
幅
に
そ
の
描
写
を
当
て
は
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
元
信
の
伝
承
作
品
に
、
滝
お
よ
び
水
流
を
画
題
と
す
る
も
の
が
残
っ

て
い
る
こ
と
や
、
以
降
の
狩
野
派
の
作
例
か
ら
も
、
後
の
時
代
に
も
Ｓ
字
の
流
れ

は
表
現
と
し
て
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
狩
野
派
の
流
水
表
現

を
学
ん
だ
者
の
手
に
よ
り
、
後
世
に
、
よ
り
大
胆
な
表
現
へ
と
変
化
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
図
冬
幅
は
、
日
本
で
の
後
補
作
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
に
つ
い
て

研
究
史
を
整
理
し
、
呂
紀
の
画
風
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
観
察
を
通
し
て

確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
本
図
に
お
け
る
表
現
に
つ
い
て
作
品
の
観
察
を
行
い
、
考

察
を
行
っ
た
。
次
に
、
冬
幅
の
水
流
表
現
に
つ
い
て
中
国
・
朝
鮮
に
お
け
る
表
現

の
例
と
狩
野
派
の
作
例
を
比
較
・
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
図
冬
幅
は
、
日
本

で
の
後
補
作
で
は
な
い
か
と
結
論
づ
け
た
。
一
方
で
、
冬
幅
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
検
討
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
、
研

究
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
に
対
し
、
大
方
の
ご
叱
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

註
記

（
１
）	

①
文
化
庁
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全　

絵
画
下
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）

六
二
七
頁

　
　
　

②
文
化
庁
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全　

別
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

十
一
頁
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③
文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://kunishitei.bunka.

go.jp/bsys/index_pc.asp

、
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年
八
月
一
六
日

（
２
）	
竹
浪
遠
「
呂
紀
花
鳥
画
と
そ
の
伝
播
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
中

心
に
」（『
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
一
号
、
二
〇
一
二
年
）

（
３
）	「
呂
紀
」（『
國
華
』
七
八
号
、
一
八
九
六
年
）

（
４
）	

瀧
「
呂
紀
筆
花
鳥
二
圖
」（『
國
華
』
三
二
八
号
、
一
九
一
七
年
）

（
５
）
光
阿
子
「
呂
紀
筆
花
鳥
圖
」（『
國
華
』
三
三
五
号
、
一
九
一
八
年
）

（
６
）	

黄
立
芸
「
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
中
心
と
す
る
明
代
花
鳥

画
の
研
究
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
鹿
島
美
術
財
団
年
報
第
二
十
五
号
別
冊
、
二
〇

〇
八
年
）

（
７
）	

黄
立
芸
「
東
ア
ジ
ア
花
鳥
画
の
比
較
研
究
―
十
五
・
十
六
世
紀
大
画
面
花
鳥
画
を

中
心
に
―
呂
紀
と
雪
舟
、
殷
宏
、
呂
建
、
陳
葴
―
」（『
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節

太
郎
記
念
基
金
二
〇
〇
八
年
度
研
究
助
成
論
文
』
二
〇
一
〇
年
）

（
８
）	

註
６
前
掲
論
文

（
９
）	

呂
紀
の
子
世
代
に
当
た
る
明
時
代
中
期
の
画
院
画
家
。
弘
治
一
七
年
（
一
五
〇
四
）

に
錦
衣
衛
百
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

①
王
耀
庭
『
中
国
絵
画
の
み
か
た
』（
二
玄
社
、
一
九
九
五
年
）
一
三
五
頁

　
　
　
　
　

�

②
奈
良
県
立
美
術
館
『
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
特
別
展　

花
鳥
画
―
中
国
・

韓
国
と
日
本
―
』
二
〇
一
〇
年
、
一
六
四
頁

　
　
　
　
　

を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
10
）	

註
７
前
掲
論
文

（
11
）	

註
２
前
掲
論
文

（
12
）	

註
２
前
掲
論
文

（
13
）	

宣
徳
元
年
に
武
英
殿
待
詔
と
な
る
。
禁
中
三
絶
と
称
さ
れ
た
ひ
と
り
で
、
南
宋
院

体
花
鳥
画
の
伝
統
を
ふ
ま
え
て
、
平
面
的
か
つ
装
飾
的
な
作
風
を
樹
立
し
た
。

　
　
　
　
　

�

①
大
阪
市
立
美
術
館
『
明
清
の
美
術
』（
中
国
美
術
展
シ
リ
ー
ズ
五
、
一
九
八

〇
年
）
一
三
一
頁　
　
　

を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
14
）	

明
代
中
期
の
画
院
画
家
。
渲
染
法
を
用
い
た
水
墨
の
禽
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。

　
　
　
　

※
註
９
①
前
掲
書
一
七
三
頁　
　
　

を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
15
）	

①
註
13
前
掲
書
一
七
三
頁

　
　
　

②�

戸
田
禎
佑
ほ
か
『
中
国
の
花
鳥
画
と
日
本
』（
花
鳥
画
の
世
界 

第
十
巻
、
学
習
研

究
社
、
一
九
八
三
年
）
一
三
五
頁

　
　
　

③
註
９
①
前
掲
書
一
三
二
頁

　
　
　

④
註
２
前
掲
論
文

（
16
）	

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
七
二
年
の
日

中
国
交
正
常
化
ま
で
、
中
国
研
究
自
体
が
難
し
く
、
研
究
者
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た

こ
と
を
起
因
と
し
、
現
在
も
な
お
中
国
美
術
の
研
究
者
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
17
）	

一
四
七
七
年
～
一
五
五
九
年
。
正
信
の
長
男
で
、
正
信
の
画
風
の
影
響
を
強
く
受

け
継
い
だ
、
と
さ
れ
る
。
狩
野
派
の
画
風
の
成
立
と
と
も
に
、
職
業
画
家
集
団
と

し
て
の
組
織
を
確
立
さ
せ
た
。

　
　
　
　

�

①
辻
惟
雄
「
狩
野
元
信
筆　

白
衣
観
音
」（『
國
華
』
一
二
一
三
号
、
一
九
九
六
年
）

②
成
澤
勝
嗣
『
も
っ
と
知
り
た
い
狩
野
永
徳
と
京
狩
野
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一

二
年
）
六
頁　
　
　

を
参
考
と
し
て
い
る
。

（
18
）	

大
画
面
の
例
と
し
て
は
、「
六
道
絵
」（
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
蔵
）
の
人
道
無
常
相

図
の
画
面
中
央
右
側
部
分
に
見
ら
れ
る
。

（
19
）	

一
五
一
九
～
一
五
九
二
年
。
元
信
の
三
男
で
、
永
徳
の
父
。
元
信
様
式
を
忠
実
に

受
け
継
ぎ
、
狩
野
派
の
伝
統
的
な
祖
法
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。
画
風
は
柔
軟
で
温

雅
さ
が
あ
る
も
の
の
、
永
徳
の
よ
う
な
迫
力
に
欠
け
、
鑑
賞
者
に
や
や
地
味
な
印

象
を
与
え
る
、
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
山
下
裕
二
監
修
『
狩
野
派
決
定
版
』（
別
冊

太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ　

一
三
一
号　

平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
四
二
頁
な
ど
が
あ

る
。
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〔
図
版
出
典
〕

図
10
～
14　

以
下
図
録
よ
り
転
載

図
15　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
提
供

図
１　

呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

春
幅
」
東
京
国
立
博
物
館　

ColBase

（https://colbase.

nich.go.jp/?locale=ja

）

図
２　

呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

夏
幅
」
東
京
国
立
博
物
館　

ColBase

（https://colbase.

nich.go.jp/?locale=ja

）

図
３　

呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

秋
幅
」
東
京
国
立
博
物
館　

ColBase

（https://colbase.

nich.go.jp/?locale=ja
）

図
４　

呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

冬
幅
」
東
京
国
立
博
物
館　

ColBase

（https://colbase.

nich.go.jp/?locale=ja

）

図
５　
呂
紀「
春
風
燕
喜
図
」台
湾
故
宮
博
物
院
蔵　
「
故
宮O

PEN
 D

A
T
A

専
區
」（http://

them
e.npm

.edu.tw
/opendate/D

igitlm
ageSets.aspx

）

図
６　

呂
紀
「
春
喜
図
」
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵　
「
故
宮O

PEN
 D

A
T
A

専
區
」（http://

them
e.npm

.edu.tw
/opendate/D

igitlm
ageSets.aspx

）

図
７　
呂
紀「
杏
花
孔
雀
図
」台
湾
故
宮
博
物
院
蔵　
「
故
宮O

PEN
 D

A
T
A

専
區
」（http://

them
e.npm

.edu.tw
/opendate/D

igitlm
ageSets.aspx

）

図
８　
呂
紀「
秋
渚
水
禽
図
」台
湾
故
宮
博
物
院
蔵　
「
故
宮O

PEN
 D

A
T
A

専
區
」（http://

them
e.npm

.edu.tw
/opendate/D

igitlm
ageSets.aspx

）

図
９　

呂
紀
「
百
鶴
図
」
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
「
故
宮O

PEN
 D

A
T
A

専
區
」（http://

them
e.npm

.edu.tw
/opendate/D

igitlm
ageSets.aspx

）

図
10　
（
伝
）
呂
紀
「
花
鳥
図
」
大
和
文
華
館
蔵　
『
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
特
別
展　

花
鳥
画
―
中
国
・
韓
国
と
日
本
―
』（
奈
良
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）

図
11　

狩
野
元
信
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
白
鶴
美
術
館
蔵　
『
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
特

別
展　

花
鳥
画
―
中
国
・
韓
国
と
日
本
―
』（
奈
良
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）

図
12　

狩
野
元
信
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
根
津
美
術
館
蔵　
『
室
町
時
代
の
狩
野
派
―
画
壇

制
覇
へ
の
道
―
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）

図
13　

初
期
狩
野
派
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
静
岡
県
立
美
術
館
蔵　
『
平
城
遷
都
一
三
〇
〇

年
祭
特
別
展　

花
鳥
画
―
中
国
・
韓
国
と
日
本
―
』（
奈
良
県
立
美
術
館
、
二
〇
一

〇
年
）

図
14　

狩
野
松
栄
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
山
口
県
立
美
術
館
蔵　
『
室
町
時
代
の
狩
野
派
―

画
壇
制
覇
へ
の
道
―
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）

図
15　

狩
野
永
納
「
春
夏
花
鳥
図
屏
風
」
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵　

［
附
記
］

　

本
稿
は
令
和
元
年
度
に
奈
良
大
学
へ
提
出
し
た
卒
業
論
文
を
大
幅
に
加
筆
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

各
作
例
の
図
版
掲
載
に
あ
た
り
、
各
所
蔵
館
か
ら
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま

た
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
原
口
志
津
子
教
授
よ
り
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図１　呂紀「四季花鳥図　春幅」
東京国立博物館　　

　　　絹本著色　174.5×100.5㎝

図３　呂紀「四季花鳥図　秋幅」
東京国立博物館　　

　　　絹本著色　174.5×100.5㎝

図２　呂紀「四季花鳥図　夏幅」
東京国立博物館　　

　　　　絹本著色　174.5×100.5㎝　

図４　呂紀「四季花鳥図　冬幅」
東京国立博物館　　

　　　絹本著色　174.5×100.5㎝
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図５　呂紀「春風燕喜図」台湾故宮博物院
絹本著色　　　　　　　　　
144.9×70.5㎝　　　　　　　

図６　呂紀「春喜図」台湾故宮博物院
　　　絹本著色　137.4×42㎝

図７　呂紀「杏花孔雀図」台湾故宮博物院
絹本著色　204.4×110.6㎝　
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図８　呂紀「秋渚水禽図」台湾故宮博物院
絹本著色　177.2×107.3㎝　

図10　（伝）呂紀「花鳥図」大和文華館
絹本著色　175.0×83.4㎝

図９　呂紀「百鶴図」台湾故宮博物院
　　　　 絹本著色　173.7×92.2㎝



－－ 209 －－

奈良大学大学院研究年報　第26号（2021年） 14

図11－①　左隻部分図

図11　狩野元信「四季花鳥図屏風」白鶴美術館
紙本金地著色　６曲１双　各隻162.4×360.2㎝

図12　狩野元信「四季花鳥図屏風」根津美術館
紙本墨画　６曲１双　各隻158.0×357.0㎝

図13　（伝）狩野元信「四季花鳥図屏風」右隻　静岡県立美術館
紙本著色　６曲１双　各隻138.5×269.4㎝
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石元：呂紀筆「四季花鳥図」（東京国立博物館）について15

図12－①　左隻部分図

図14－①　右隻部分図

図13－①　右隻部分図

図15－①　右隻部分図

図14　狩野松栄「四季花鳥図屏風」右隻　山口県立美術館
紙本著色　６曲１双　各隻144.3×351.4㎝

図15　狩野永納「春夏花鳥図屏風」右隻　サントリー美術館
紙本金地著色　６曲１双　各隻153.0×361.0㎝
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Summary

The stadies on Flowers and birds of the four seasons (Tokyo National Museum)
 painted by Lu Ji

Misaki ISHIMOTO

　The set of four hanging scrolls of Flowers and Birds of the Four Seasons has Lu Ji 
signature. However, it has been discussed that the winter scroll was painted by a different 
painter, To provide evidence for discussion, I have examined the style of Lu Ji works and 
have compared them to other painters. Consequently, I concluded that the most similar style 
was that of the Kano school, rather than Chinese or Korean painting.

Keyword：① Lu Ji　② Flowers and birds　③ Kano Motonobu


